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症例1 右中大脳動脈梗塞 

 発症から半年経過  

 精神機能：HDS-R 正常範囲 

 高次脳機能：軽度の注意障害、コース立方体遂行困難 

 Br-st：U/E Ⅵ F/H Ⅵ L/E Ⅲ 

 感覚：上肢 軽度鈍麻  下肢 中等度鈍麻 

 上肢は補助手レベル 

 立位保持：閉眼立位保持自立だが、荷重は非麻痺側優位 

 歩行：室内T-cane＋SHB自立、SHB独歩見守り 

     屋外T-cane+SHB見守り 

 歩容：左立脚時、膝伸展・股関節屈曲位で左全足底同時接地 

     ダブルニーアクション消失 

     左足部に下肢陽性支持反応出現せず Copyright (C) 2011 Rehappy.ｃo. 
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中大脳動脈に関わる脳機能 

前頭前野 

運動前野 

補足運動野 

下頭頂小葉 

（縁上回・各回） 

Copyright (C) 2011 Rehappy.ｃo. 

All Rights Reserved. 3 



身体機能への影響 

 中大脳動脈領域では上肢・
顔面の方が、運動麻痺、感
覚障害が重くなりやすい 

 より近位で梗塞されるほど
領域全体への影響が大きい 

 

下肢・体幹 

上肢・顔面 
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障害名と臨床像の比較 

一致点 

 全体的に運動麻痺が軽い 

 HDS-R（左脳側頭葉）は正常だが、コース立方体
（右脳側頭葉）は遂行困難 

 

不一致点 

 下肢のステージが低い 

 麻痺側荷重量が少ない 

 

“学習された片麻痺” 
の可能性 

過度な非麻痺側 

依存が麻痺側の 

随意性発揮を阻害 
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脳機能からみた治療戦略 

 MCA領域の機能低下があ
るため、顕在学習は負荷が
高い 

 MCA領域の賦活プログラム
と、補足運動野（ACA)を活
用した潜在学習とに分けて
行う 
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治療プログラム 

 MCA領域賦活 

  机上紙面課題 

  左手を使用した立位輪投げ（視覚と上肢運動の統合） 

  両上肢の協調動作 

 

 歩行改善（補足運動野の活用） 

  背屈制限を付けたSLBにて訓練中は歩行する（言語
教示は“手を振る”、“非麻痺側踵接地”等、簡単なも
のにする） 
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課題志向型アプローチ 

 従来の検査結果をボトムアップして障害像を組
み立てるだけでは、“動けなさそうなのに動ける
”ことにはならず、“動けそうなのに動けない” 

 目標とする動作に欠けている要素をピックアッ
プして、 
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脳機能に関する知見 

 健常者の運動学習効果 

運動の習熟度が高くなるにつれ、脳の賦活範囲が
少なくてすむように、可逆的変化が起きる 

運動学習が習熟すると、小脳の活動範囲が限局す
る 

 片麻痺の回復 

麻痺肢の回復する過程において、脳の賦活範囲の
拡大を認め、回復に従って賦活範囲が限局する 
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身体部位再現地図 

 運動野や感覚野の身
体部位の再現地図は
定常的ではない。脳
は可塑性のある組織
であり、大脳皮質の組
織化は経験による結
果である 
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脳の可塑性と機能回復 

 機能回復に必要な賦活部位 

  両側運動野、感覚野、運動前野、補足運動野、小脳 

 機能回復の機序 

  ①非麻痺側皮質脊髄路の軸索分岐 

  ②麻痺側皮質脊髄路の新生 

  ③同側皮質脊髄路の関与 

  ④脳幹網様体脊髄路の関与 

  ⑤非交叉皮質脊髄路の動員 

  ⑥皮質間抑制の解除 
 

機能回復に必要なのは 

大脳皮質の再編成である！ 
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機能回復と運動学習 

 健常者の運動学習に関わる部位 

  前頭前野背外側部、運動前野、補足運動野、頭頂連合野、後
頭連合野、小脳、海馬等 

 

＃健常者の運動学習と脳損傷後の運動機能回復に伴う脳活動は
類似しており、脳卒中片麻痺患者に対して運動学習に関与す
る脳領域を効果的に賦活することが必要になる。 
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随意運動の遂行における 

運動学習システム 

 内側運動系（補足運動野－
基底核ループ） 

 自発的・予測的運動でフィー
ドフォワード制御に関与する 

 外側運動系（運動前野－小
脳ループ） 

 外的環境に対する反応とし
ての運動 

 初期学習に関与する 
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キャノニカルニューロンシステム 

 運動前野（ブローカー
野）；運動イメージの
産出（内的言語化） 

 見た対象物を認知（
頭頂連合野）し、状況
認知に応じた運動の
選択と産出（運動前
野）を行う 

 運動に先立つ準備機
構としての内的言語
化は、運動制御・運
動学習に影響する 
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身体運動学より抜粋 

ミラーニューロン 

 他人の動きを意図を持って観察する際、働くニューロンシステ
ム。同時に該当する末梢器官に該当する脳部位の活動も確
認される。 

 他者の身体運動の外的表象と自己の身体運動の内的表象（
記憶）とをマッチングし、認識だけでなく意図の理解にも関係
する（共感） 

 目的動作に際しては、必要な運動を 

  逐一組み合わせるのではなく、 

  大まかな運動表象（運動パターン） 

  が脳の中に蓄積されて選択されて 

  いる 
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